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1. 自由行動下ラットの食物摂取過程は，食物を口腔内に取り込み，臼歯部に移送する過程(ステージ 1 )と臼歯部
















が持続的なタイプ I と，校筋活動が大きく口輪筋の活動が周期的なタイプ E の 2 つに大別された。前者は食物摂取時
のステージ I に，後者はステージ E に類似していた。さらに大脳皮質刺激により顔面神経の頬枝，下顎縁枝上部，下
顎縁枝下部から， リズミカルな神経活動が記録された。したがって，口輪筋のさまざまなリズミカルな活動は基本的
に末梢感覚入力により形成されるものではなく，脳幹部パターンジェネレーターのレベルで、形成されるといえる。
5. 顔面神経の頬枝，下顎縁枝上部，下顎縁枝下部の切断中枢端から 200本の単一神経線維活動を記録したが， その
うち41%は顔面への触刺激に反応した。触刺激の効果は，頬枝，下顎縁枝上部では興奮タイプが多く，下顎縁枝下部
では抑制タイプが多かった。また受容野はそれぞれの顔面神経枝の走行部位にほぼ対応して，頬枝，下顎縁枝上部に
対しては鼻，上口唇部の触刺激が，下顎縁枝下部に対しては下口唇，口角部の触刺激が有効であった。このような顔
面の求心性入力がリズミカルな口輪筋活動を修飾していると考えられる。
【結論】
口唇の運動を司る口輪筋はさまざまな口の運動に対して阻鴫筋とともに協調して働く。このような協調運動は基本
的に脳幹部パターンジェネレーターのレベルで、形成される。しかし，この協調関係は画一的なものではなく，顔面の
求心性入力によって修飾されることが判明した。
論文審査の結果の要旨
本研究は，自由行動下および麻酔ラットの顎運動，筋電図，神経活動を記録，分析することにより，明鴫，飲水な
どの様々な口の運動に際して口唇の運動を司る口輪筋と岨鴫筋との間の機能的相関を検討したものである。その結果，
口輪筋は様々な口の運動に適合するよう阻暢筋と協調して働き，その協調運動は基本的に脳幹部のパターンジェネレー
ターで形成されるが，この協調作用は顔面からの感覚入力によって合目的に修飾されることが明らかとなった。また，
この修飾に反射が関係している可能性が示唆された。本研究は， リズミカルな顎運動と口唇運動の協調についての神
経生理的機構解明に重要な知見を与えるものであり，博士(歯学)の学位を授与するに値する。
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